
（Three-Campus Comparative East Asian Studies Program）

小尾　晋之介（国際センター所長）

１．慶應義塾大学  ９月25(木） ～ 12月22日（月）

 科目履修 　慶應では、国際センター設置の国際研究講座・日本
研究講座から指定科目となっている必修・選択科目から、合わせて
最低７科目を 履修した。また、日本語・日本文化教育センター設置
の日本語科目から技能科目２科目まで履修が認められた。

必 修：Special Study of International Relations in the East 
Asia 2 (Prof. Soeya, Faculty of Law)

選択科目例：
　-  Japanese Diplomacy in the Meiji Era
　-  Muliethnic Japan
　-  A Social History of Post-War Japan　
　-  Japanese Psychology in Contemporary Japan 他17科目から選択

２．香港大学 1月上旬～ 5月上旬
 科目履修 　Faculty of Social Sciences設置科目
から必修・選択合わせて４科目24単位を履修する。 
必　修：
　- Introduction to Hong Kong and China 
　- East Asia Political Economy

選択科目例：以下の科目群から２科目選択
Politics and Governance Cluster
China and Hong Kong: The Politics of　Transition
China and the World
Governing China　他５科目
Culture and Society Cluster
Media, Culture and Communication in Contemporary China
Contemporary Chinese Society
Hong Kong Popular Culture　他２科目
Economy and Business Cluster
The Pearl River Delta: Development and Interaction with Hong Kong
The Asian Economic Miracles and Beyond 　他２科目
* Other elective courses can be selected from courses offered by the Faculty of 
Economics and Business

３．韓国でのインターンシップ
　香港大学での留学期間終了後、延世大学のサ
マープログラムが始まるまでの５月18日から
６月19日の５週間、延世大学が実施するGlobal 
Internshipに慶應から派遣した4名は参加する予
定となっている。派遣先の企業は以下の通り。
YMSC (http://ymsc.co.kr) （慶應から１名）
Music Cube (http://www.musiccube.co.kr/)
（慶應から１名）
Nomura Research Institute （慶應から２名）

４．延世大学 ６月下旬～８月上旬
　Underwood International College Summer 
Program の設置科目87科目の中から（Korean 
Studies, Korean Language, International 
Studies, Business & Economics, East Asian 
Studies, Arts& Humanities, Social Sciences, 
Science & Engineeringの分野） 必修・選択合わ
せて２科目６単位を履修する。

 科目履修 　　
必　修：Introduction to Korea Studies

選択科目例：　
　- North Korean Government and 

Foreign Policy
　- East Asian International Relations
　- The US & Northeast Asia
　- Korean Economy
　- Beginning Korean Language Ⅰ

 オープニング 　留学生の来日時には、慶應からの参加学生によるソーシャルプログラムが企画
された。プログラム開始にあたっては、香港大学Faculty of Social Sciences学部長のIan 
Holliday教授、延世大学Underwood International College学部長のJung-Hoon Lee教授が来
日され、慶應義塾大学からはアカデミックコーディネーター添谷芳秀教授、アカデミックアドバイ
ザーの礒崎敦仁専任講師が参加して、プログラム全体についてのガイダンスが行なわれた。その後、
慶應での必修科目となる“Special Study of International Relations in the East Asia 2”の
第１回授業では、これらの教員によるオムニバス形式の講義が行なわれた。同日夕方にはプログラ
ムのオープニング記念式および未来先導基金による奨学金の授与式が三田キャンパス東館大会議
室で開催された。これには、坂本達哉国際連携担当常任理事、工藤教和創立150年記念事業担当常
任理事、塾内関係教員のほか、延世大学学務担当副学長Dr. Shin, 
Myungsoon、香港経済貿易代表所代表Mrs. Chok Jennieも出席
され、３大学からの代表学生に奨学金授与証が手渡された。

３大学合同
東アジア研究プログラム
３大学合同
東アジア研究プログラム

http://www.ic.keio.ac.jp/keio_student/exchange/KeioYonseiHK.html

延世大学・香港大学・慶應義塾大学延世大学・香港大学・慶應義塾大学延世大学・香港大学・慶應義塾大学

奨学制度奨学制度奨学制度

香港大学社会科学部、延世大学 Underwood International 
College、慶應義塾大学国際センターの共同による新しい形
式の学生交換プログラムです。各大学から選抜された学生
がそれぞれの大学に一緒に留学をし、共通の講義の受講、
共同の寮生活などを通じて、東アジア地域に関する深い理
解を有する人材を輩出することを目的とするものです。
2008年度は香港大学、延世大学からはそれぞれ６名、慶應
からは４名の学部学生が参加しています。

プログラム実施期間 となる2008年９月から2009年８月の期間
に、以下のスケジュールで参加学生は３大学に留学することに
なります。交換留学と同様、参加学生は原籍大学に学費を支払
い、いずれの留学先大学での授業料は免除されます。 
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